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PCR）やリアルタイム RT-PCR などの遺伝子検査が行われるようになっている。BioFire 
FilmArray 呼吸器パネル（FA-RP）アッセイと Luminex xTAG 呼吸器ウイルスパネル v2RUO






 2017 年 5 月から 2019 年 2 月の間に間質性肺炎急性増悪で入院した患者から鼻咽頭スワ






核酸を抽出し、xTAG-RVP キットと FA-RP アッセイによって呼吸器ウイルスを検出した。
xTAG-RVP キットによって検出可能なウイルスは adenovirus、coronavirus (229E、HKU1、
OC43、NL63)、humanmetapneumovirus、human rhinovirus/enterovirus、influenzaA virus 
(H1/2009、 H1、H3)、influenza B virus、parainfluenzavirus (PIV) types 1-4、 
respiratory syncytial virus (RSV)、human bocavirus である。これらのウイルスに加え






 2017 年 5 月から 2019 年 2 月の間に間質性肺炎急性増悪で入院した 29 人の患者が研究
に登録され、鼻咽頭拭い液が各患者から採取された。患者の年齢中央値は 71 歳（49-86 歳）
だった。8 人の患者は女性で、21 人は男性であり、女性と男性の比率は 1：2.6 だった。1
月と 11 月にそれぞれ 5 人、12 月に 4 人、10 月と 2 月にそれぞれ 3 人、5 月と 9 月にそれ
ぞれ 2 人、3 月、4 月、6 月、8 月に 1 人の患者が急性増悪を起こしており、10 月から 2 月




染所見は認めなかった。29 人中 3 人で呼吸器ウイルス感染の合併を認めた。病原体はそれ
ぞれ、xTAG-RVP キットによって、１．respiratory syncytial virus、２．respiratory 
syncytial virus と influenzaA virus の重複、３．human rhinovirus/enterovirus と
influenzaA virus の重複が検出された。２の症例では FA-RP アッセイでも respiratory 
syncytial virus が検出され、この症例は死亡した。 
ウイルス陽性群と陰性群の比較では、年齢、性別、喫煙状況、呼吸機能検査、検査デー
タ、予後について、グループ間に有意差はなかった。ウイルス陽性群では抗生物質の使用























グ陽性の 3 例中、1 例は死亡例であり、この死亡例では 2 種類のマルチプレックススクリ







































 A：不明な点も多いですが、ウイルス感染により IL-6 などの炎症性サイトカインが増
加しサイトカイン・ストームを起こすことにより血管透過性の亢進が起こり、びまん性
に肺胞障害を起こしているものと考えられています。急性呼吸窮迫症候群 acute 

































 Q：ウイルス感染の 3 例とそれ以外で急性増悪の進展のスピードに違いはありました
か？印象でいいので教えてください。 
 A：間質性肺炎急性増悪例の定義上は 1 か月以内とされていますが、今回検討した間質








 Q：過去の報告では CMV や EB ウイルスなどヘルペス属ウイルス感染の報告もあるがそ
の辺りは検討していますか？ 
 A：今回は調べておりませんので今後の課題かと思います。 
 
 Q：ウイルス感染が判明した症例では抗菌薬の使用は短くできるのか？ 
 A：間質性肺炎急性増悪は初めから重症の呼吸不全の方が多く、エンピリックに広域の
抗菌薬を開始することが多いです。二次的な細菌感染を予防する目的である程度の期間
は抗菌薬を継続すべきと考えていますが、できるだけ抗菌薬は早期に終了する方針で診
療しています。 
 
以上、内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確さ、および質疑応答の結
果を踏まえ、審査員全員での討議の結果、本論文は学位論文に値すると評価された。 
 
 
 
 
 
 
 
